
学校内での基本的なチーム対応の在り方

○ 生徒指導機能と教育相談機能の融合

・教職員間での支援方針に対する考え方の統一

○ 教育・心理・福祉的観点からの対応

・教職員，ＳＣ，ＳＳＷの連携

何かあってからではなく，普段「どの児童生徒

に対して，どうアプローチするか」考える。

ケース会議の進め方

１ 事例における背景や課題を明らかにする。

２ ケース会議（支援チーム）の構成員を決める。

３ 短期，長期の目標を決める。

４ 具体的な対策を決める。（誰が，いつ，何を）

生徒指導，教育相談，学習指導など係，ＳＣ，

ＳＳＷといった専門性を生かした構成にする。

全体で１２５名の参加がありました。参加された先生方からは，「ケース会議は，未
然防止の視点からも効果的であることが分かったので，学校で定期的に開催したい。」「不
登校対策を担任まかせにせず，役割分担をはっきりさせ，学校でのチーム対応について
工夫していきたい。」などの感想が多く聞かれました。

ケース会議

担任まかせにしない


